
別記

　　　　 第１号様式（第14条関係）

適 用 範 囲

　　　　　　　　 　　　　　　 ５ 年　７月　26　日

舞鶴共済病院

環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

啓蒙活動に関しては実施できたが、省エネ制御システムについて
は現在も導入を検討中。

認 証 番 号

施設において省エネ、省資源、リサイクルに取り組む。
職員一人ひとりが温室効果ガス削減に取り組む。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

導 入 年 月 日 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　 　

環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 名 称 未導入

氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）
国家公務員共済組合連合会
理　事　長　　松　元　　崇

環境マネジメントシステム導入報告書

（ 宛 先 ） 京 都 府 知 事

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）東京都千
代田区九段南１－１－１０

注　認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムについて第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

環境との共生のもと、良質で安全な医療を提供し、地域医療に貢献する。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

遵守している。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

職員の環境マネジメントへの意識は高まった。省エネ制御システムの導
入は未実施のため、評価できず。

基 本 方 針

省エネ制御装置、システムを導入し省エネ化を図る。
情報共有ツールを利用した省エネ、リサイクル活動の啓蒙を行う。
電力会社の節電要請を職員に周知し、病院全体で省エネに取り組む。


